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VOCの排出削減技術の実証試験結果について 
－環境技術実証モデル事業「VOC処理技術分野(中小事業所向け VOC処理技術)」－ 

 

揮発性有機化合物(VOC＊)は、事業所から環境中へ排出される化学物質の大部分を占
めており、光化学オキシダントや浮遊粒子状物質の原因になります。都内の VOC 排出
事業所の多くは中小事業所であることから、安価で省スペースである処理装置の普及が、

VOC 排出削減の大きな鍵を握っています。このため、既に適用可能な段階にある中小
事業所向け VOC 処理技術の効果等について、第三者機関により客観的なデータとして
示すことが、技術の普及のために必要となっています。 
都は、環境省のモデル事業における実証機関として、これまでも VOC処理技術の実

証試験を行ってきましたが、平成 18 年度に 3 技術の実証を行い、その試験結果がまと
まりましたので、お知らせします。 

   

 
（*）VOC とは、大気中で気体状となる有機化合物の総称であり、VOC には、トルエン、キシレ
ン、テトラクロロエチレンなどの多種多様な物質があります。VOC は、工業用途では、塗料
や印刷インキの溶剤、金属部品の洗浄、ドライクリーニングなど様々な分野で使用され、その

多くは大気中に排出されています。 
 
 

１．実証試験結果 

（１）実証対象技術 
実 証 対 象 技 術 処理方法 環境技術開発者 

Ｋフィルターマットロール脱臭装置 吸着・酸化触媒 東洋紡績株式会社 

酸化触媒方式ＶＯＣ処理装置 酸化触媒 株式会社山岸工業 

ＢＩＯＴＯＮ（バイオトン） 微生物分解 株式会社荏原製作所 

 

（２）結果の概要 
別紙参照 

 

２．今後の対応 

  今回得られた実証試験の結果については、VOCを使用している事業所に対して
情報提供を行い、処理装置の普及促進を図っていく。 
（ホームページ） 
今回の試験結果の詳細については東京都のホームページ

( http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/chem/etv/index.htm )に掲載しています。   
 

【問い合わせ先】 
環境改善部 有害化学物質対策課 保坂 
電話：（直通）０３－５３８８－３５０２ （内線）４２－４１０ 
財団法人東京都環境整備公社 東京都環境科学研究所 調査研究科 横田
電話：（代表）０３－３６９９－１３３１ 

本件は、環境省と同時発表です 



[環境技術実証モデル事業について] 

 環境技術実証モデル事業（以下「モデル事業」という。）は、既に適用可能な段階

にありながら、環境保全効果等についての客観的な評価が行われていないために、普

及が進んでいない先進的環境技術について、その環境保全効果等を第三者が客観的に

実証する事業をモデル的に実施することにより、環境技術実証の手法・体制の確立を

図るとともに、環境技術の普及を促進し、環境保全と環境産業の発展を促進すること

を目的とするものです。 
(環境省ホームページ 環境技術実証モデル事業  http://www.env.go.jp/policy/etv/ ) 
 
[都が実証試験を実施した平成 17 年度までの実証対象技術] 

 これまで都は、本モデル事業の「酸化エチレン処理技術分野」について 8 技術、
「VOC処理技術分野(ジクロロメタン等有機塩素系脱脂剤処理技術)」について 4技
術の実証試験を行いました。 
 
(1) 酸化エチレン処理技術分野 

実 証 対 象 技 術 処理方法 環境技術開発者 

酸化エチレン排ガス処理装置 触媒燃焼 ムラキ株式会社 

ＮＳ排ガス処理装置 触媒燃焼 株式会社日本触媒 

卓上型酸化エチレン浄化処理装置 触媒燃焼 エア・ウォーター株式会社 

エチレンオキサイドガス除害装置 触媒燃焼 株式会社三浦プロテック 

3Ｍステリバック専用ＥＯガス排出処理装置 触媒燃焼 スリーエムヘルスケア株式会社 

酸化エチレンガス除去装置 薬液洗浄 株式会社パックス 

ＥＯＧ除害装置 触媒燃焼 液化炭酸株式会社 

酸化エチレン処理装置 触媒燃焼 株式会社島川製作所 

 
(2) VOC処理技術分野(ジクロロメタン等有機塩素系脱脂剤処理技術) 

実 証 対 象 技 術 処理方法 環境技術開発者 

有機塩素系ガス回収装置 吸着 システムエンジサービス株式会社

溶剤ガス回収装置 深冷凝縮 株式会社モリカワ 

ＫフィルターＶＯＣ吸着回収装置 吸着 東洋紡績株式会社 

ＶＯＣ回収・脱臭装置 凝縮・吸着 日本デオドール株式会社 

 
実証試験結果の詳細については、東京都のホームページ 
( http://www2.kankyo.metro.tokyo.jp/chem/etv/index.htm )に掲載しています。 
 



表の見方 

実実証証対対象象技技術術  VVOOCC 処処理理装装置置  ○○○○--XXXX  

 
 

 
 
 

実実証証対対象象技技術術  KK フフィィルルタターーママッットトロローールル脱脱臭臭装装置置  KKRR－－５５００ 
 

 

環境技術開発者 ○○株式会社

TEL / FAX 0-00-00/ 0-00-00
連絡先 

Web アドレス ｈｔｔｐ/### 

 
実証対象技術の仕様および価格等(メーカー情報） 

対応可能な溶剤種類 ○○、△△等 

対象となる主要業種 □□、××等 

サイズ／重量 W×D×H (mm)  kg 

本体価格（付属品付） #,###,000円 

実証試験結果

実施場所業種 ○○ 

排ガス成分 ○○、△△等 

排ガス濃度 
最大：   ppmC

平均：   ppmC

処理風量 m3/min 

処理率 ％ 

○○方式

 
 ・・・により、

ＶＯＣを分

解する 
 

環境技術開発者 東洋紡績株式会社 

TEL / FAX 03-3660-4816 / 03-3660-4885 
連絡先 

Web アドレス http://www.toyobo.co.jp/ 

 
実証対象技術の仕様および価格等(メーカー情報） 

対応可能な溶剤種類 トルエン、酢酸エチル等 

対象となる主要業種 印刷、塗装等 

サイズ／重量 W1800×D850×H2300 (mm)  

1000kg 

本体価格（付属品付） 9,300,000円 

吸着・酸化触媒方式 

 
 マット状の吸着部

に排ガスを通気
し、ＶＯＣを吸着
する。マットは連
続的に回転して
おり、上部で小風
量（数m3/min）の
加熱空気によりＶ
ＯＣの脱着を行
い、さらに触媒で
酸化分解する（温
度：約 300℃） 

実証試験結果 
実施場所業種 印刷 

排ガス成分 
ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ、酢酸エ

チル等 

排ガス濃度 最大：990ppmC 

平均：720ppmC 

処理風量 52 m3/min 

処理率 96％ 

吸着ﾏｯﾄ ﾋｰﾀｰ 触媒 

処理ｶﾞｽ(吸着出口) 

処理ｶﾞｽ 

(触媒出口) 

外気 

排ｶﾞｽ 

機器の原理及び構成（概略図） 

試験結果概要 
試験条件と結果を示し

ています。 
 処理率は、処理装置の

入口流量、入口濃度およ

び出口流量、出口濃度よ

り算出しています。 

メーカー名、連絡先

仕様の概要 
機器の設計上の仕様及

び本体価格等を記載して

います。 
 なお、本体価格には工事

費等を含んでいません。 

技術名、機種名 

装置の写真 

熱交換器 



 

実実証証対対象象技技術術  酸酸化化触触媒媒方方式式 VVOOCC 処処理理装装置置  YYHH－－00110000PPPP  

 
 

 

実実証証対対象象技技術術  BBIIOOTTOONN（（ババイイオオトトンン））SSBB--3300  

 
 

 

 

環境技術開発者 株式会社 山岸工業 

TEL / FAX 0269-26-8704／0269-26-8656 
連絡先 

Web アドレス http://www.yama-tec.jp 

 
実証対象技術の仕様および価格等(メーカー情報） 

対応可能な溶剤種類 トルエン、酢酸エチル、キシレン等 

対象となる主要業種 印刷、塗装等 

サイズ／重量 W2450×D900×H1400(mm) 

 600kg 

本体価格（付属品付） 8,000,000円 

酸化触媒方式 

 
 VOC 含有ガスを

熱交換器及びヒ
ーターで約 330℃
に加熱し、セラミ
ック材質のハニカ
ム触媒で VOC 成
分を酸化分解す
る 
 

実証試験結果 
実施場所業種 塗装 

排ガス成分 トルエン、酢酸エチル、キ

シレン等 

排ガス濃度 最大：1,900ppmC 

平均：650ppmC 

処理風量 10 m3/min 

処理率 58％ 

環境技術開発者 株式会社荏原製作所 

TEL / FAX 03-5461-6465／03-5461-5789 
連絡先 

Web アドレス http://www.ebara.com 

 
実証対象技術の仕様および価格等(メーカー情報） 

対応可能な溶剤種類 トルエン、酢酸エチル、キシレン等 

対象となる主要業種 印刷、塗装等 

サイズ／重量 W2400×D3000×H2600(mm)  

7000kg 

本体価格（付属品付） 3,500,000円 

生物分解方式 

 
 ＶＯＣ含有ガスを

生物充填材に通
すことにより、ＶＯ
Ｃ成分を分解す
る。 
 

実証試験結果 
実施場所業種 印刷 

排ガス成分 トルエン、メチルイソブチ

ルケトン等 

排ガス濃度 最大： 490 ppmC 

平均： 260 ppmC 

処理風量 22 m3/min 

処理率 35％ 

排ｶﾞｽ 

排ｶﾞｽ 

処理ｶﾞｽ 

間欠散水 

ヒーター触媒ユニットは４連×４列 

生物充填材

排水 

処理ｶﾞｽ 

ﾋｰﾀｰ触媒
ﾕﾆｯﾄ 

ﾌﾞﾛｱ停止ｾﾝｻｰ 

熱交換器 


